
たものとみなされること。

3 !品l係主li愉機関は述絡王li輸のため， 自己の発行する運輸帳

表第lをそれぞれ自己の~'(mをもって調泌すること。

4 ìill絡主[\'( ， 料金をはじめ，各盛運送条併の変更は， その

改正'j!胞の手配ができる相当期|甘li前に， 相互に通知l義務を負う

こと 。

5 従事ぬの不正行為によってîf.!j1'i を与えた巡輸機関は， そ

れによ っ てm誌を受けた五li翰機関に対し， 損害叙のほかに制球i

金の支払義務を負うこと。

6 .ìili給巡愉にwなう債務は，その支払j明日 までに逮捕?なく

履行すること。これを遅滞したときは延滞依金を支払うこと。

7 ìili絡巡輸に伴なう fl'ni:者履行の保証担保を国鉄が請求した

ときは， 遅滞なく応ずることおよび， 将米国鉄から桶担保提供

の裂;)<:があったときは，問機に述書ffなく応ずること。

8 担保の挑供者が依務の履行を遅延したときは，その債務

の厄th に充当するため，国鉄は担保を任意に処分することがで

きること。

9 契約の才T効期間は 1 箇年とし. )UI間満了の 1 箇月まえま

でに契約と J凡なる主主思表示をしない ときは. I1閥次 l 年ごとの有

効期間を継がししてゆくこと。

10 契約の改訂または解除は，契約当事者の協議に よ り ， い

つでもわうことができること。契約の一方的解除は. 60 日の予

告ltll聞を必裂とするが， 当事者のーブJが契約の義務に違背した

り，巡輸1JJ;業を休止した場合においては， 他の一方の当事者は，

いつでも契約を解除することができ ， また契約の効力を一時停

止することができること。(鈴木与吉)

れんらくうんゆせいさんきそく 連絡運輸清算規則 国鉄

と(也の巡紛機r)!;! との|制に旅客 ・ 荷物および貨物の連絡巡輸をす

る場合の，五li輸機関問における並区賃料金等の配分清算に関する

事項を規定したもの(総裁達)で， いわゆる連絡Y~í算についての

国鉄部11，]の準 HIIであると同時に，連絡主l封由契約の内容をもなし ，

各五Ií輸機l品l の i!~ tlIlでもある。この規則の桃成およびおもな内容

はつぎのとおりである。

第 1 $: 総 日1I fi'i 17:に l主lする各HI!1t I J'>:告の送付 !UJ 日，な

らびに帳表数および号 !;V):t主主目の査聞に |某lする基本事項を規定。

告í>; 2 1主主E愉機関の収待旅客逃H'i:料金の収得ブ5，荷物お よ

び貨物巡 f'(料{，}:の収 í'J方ならびにその悲礎となる通算巡氏ilmUï\

率の Jï: 1:lプ'5 . j袋針LJ択における荷物および貨物中継費用その他の

負担ブi ， 他の迎;輸機関所&;，の車両を五Ií lìl した場合の車両使用料

の支払プJ等を規定。

第 3 ì主計算書類 消算に|主!する計~)省主Hの極類および機式，

各種計 Z'):警の作成運輸機関 ・ 作成ブJおよび送付 JYI 日 ， 計~7-書類

の?持査および訂正手絞を規定。

百\ 4 耳't 1�'� 算 国鉄本社において行うべき各巡輸機関の

収入 ・ 支払徽の Jì一定，債務対当古賀の村lil.tによる依権 ・ 依務額の

青In 確定およひ.その通知ブ3 を規定。

第 5 靖� lJr.務管理引の負担 国鉄本社のわう己主総運輸事務管

沼!に援する '{'WIの ， 各運輸機l其l の負担ブ') :および支払プJを規定。

つぎに通算巡1""(割賦率ならびに連絡消却:方式について解説す

る。

運賃割賦率とは，各運輸機I其lの営業キロ程を通算して算出す

る小荷物および貨物巡伐に対し， 関係運輸話器|品lの収l~HiRを計算

する j~È合に汗J I，、る按分率のことである。通算運賃の筈1I賦方法と

しては川巡送距離により告1I賦する方法 (2) 運送区間に相

当する主Iíl:'tに比例して剖賦する方法 (3) ト γキロの比により

割賦する方法 (4) 運賃収入を基礎として割賦する方法等が考

れんらくうん

えられ， それぞれ得失があるが， 現在行っているのは(2)の方法

であって，これをI也市別割賦方法とも称している。なお計算一手

数簡易化の主旨で，関係運輸儀!刻の協議により ， 前述の地干i'.'7JIJ

剖Ul成方法により割賦J!)I.得した， 一定期間における関係運輸俊傑l

の収得官官の実績を基礎として ， 一括制l賦をな し得ることになっ

ている。これを運賃収得比率と称している。

l 小荷物運賃割賦率 小荷物 10kg 分の各運輸後関連送区

間に相当する通常小荷物運賃を基礎とした 100 分比率である。

2 宅扱貨物運賃割賦率 所定の割賦キロ稜区分による 100

kg 分の，各王Ií輸韓基傑!の運送区間に相当する小口扱貨物普通運賃

を基礎とした 100 分比率である。

3 小口扱貨物運賃割賦率 所定の割賦キロ程区分による

100kg 分の，各運輸機関の巡送区間に相当する小口扱貨物普通

巡貨を基礎とした 100 分比率である。

4 車扱貨物運賃割賦率 所定の制賦キロ程区分による取扱

貨物 7 級品 10t 分の ， 各運輸憶保!の巡送区間に相当する普通運

賃を基礎とした 100 分比率である。

連絡運輸による五1H't料金等の運輸後関問における治算の方式

は， その債権 ・ 債務額の計算および決済を相互的に行うか，総

合的に行うかにより ， 相互ì'i'1:î草と中央消算とに分類することが

できる。

1 相互清算 当該運輸機関において互に自己の取扱ったも

のにつき ， 相手巡輸機関に対する吾I'Z):奮を作成し ， かつ債権 ・

債務額を計算確定して相互にその決済をする消算方式である。

この方式は消算の内容は簡明で為るが， 相互に計算舎の作成と

抗'i;l?:頒の計算を要する煩があり，またその決済に要する金銭を

相互に動かさなければならない不便がある。

2 中央清算 消~:事務管理者において各迎輪後|其iからの取

扱報告にもとづき，その支払および収入微を算定のうえ，これ

を総合的に差引計算し， 各迎i輪後牒!の債権 ・ 債務古買を計算確定

して関係運輸機関に通告し，債務運輸機関がこの通告によって

61権巡翰織関にその債務制を支払って決済する清算方式である。

この方式は，各運輸後!鎚における計算書の作成， 分配額の計算

等の煩を避け，かつ決済のための送金の額を最少限に止め得る

ばかりでなく ， 債務巡愉機関の支払うべき送金先は， 事務管理

者において最も適当と認める運輸機関を指定するから，送金の

'l'lffJと危険を軽減し得る等の利点はあるが，参加巡輸機関の数

が多いと清算内容が複雑化する不便がある。

3 現行消算方式 相手五Ií輸機関に対する計算書の作成， 分

配頒の計算等については，だいたい相互消算の方式によるが，

これにもとづく国鉄と他の迎輸機関との間の債権 ・ 低務煩の号1

，ì?:確定および決済手続については，国鉄本社が主体となって行

っている 。 すなわち相互消算と中央消算の方式の一部を加味し

た， 中央集約的相互消算とも:[íj'すべき独特の方式である。これ

はわが国では国鉄が幹線となって，これと各地に存在する多数

の連続会社とが述絡運輸をしている という特殊の事情にあるの

で，国鉄が消算事務管理者となって中央で取りまとめて，派j算

事務(狭義の)を行うことが突際上もっとも対j来的であるからで

ある。(伊藤孝)

れんらくうんゆとりあっかいえき 連絡運輸取扱駅 連絡

運輸の取扱をする駅をし、う。この場合連絡運輸の取扱をする国

鉄および社の全取扱駅を包括的に指称する場合と，国鉄と特定

述絡社線との相互間における連絡巡輸の取扱をする駅を一括指

称する場合，および個々の述給取扱駅を指す場合との 3 つがあ

る。連絡運輸取扱駅は，これをL 、かに定めるかは連絡旅客荷貨

物の流れ，業務取扱上の諸事情によって決定されるのであるが，
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